
 

平野区理学療法士会

                          

 

平素より当会運営にご協力頂き誠にありがとうございます。

この度、第

にあり、現在の医療制度では入院期間の短縮化が求められています。そのため、それぞれの治癒過程を

考慮した理学療法の展開は必要不可欠となります。

そこで、今回は

グラムの立案

れればと考えております

ぜひご参加下さい。
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金子 

ご多忙中とは存じますが、よろしくお願い申し上げます
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｢第

平素より当会運営にご協力頂き誠にありがとうございます。

この度、第 2 回研修会を開催することとなりました。近年、大腿骨近位部骨折の発生

にあり、現在の医療制度では入院期間の短縮化が求められています。そのため、それぞれの治癒過程を

考慮した理学療法の展開は必要不可欠となります。

そこで、今回は画像評価の知識を深め、

グラムの立案の一助に、介護分野では

れればと考えております

ぜひご参加下さい。 

  『医療・介護分野、それぞれに必要な画像評価の知識～大腿骨近位部骨折を
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回平野区理学療法士会研修会のご案内｣

平素より当会運営にご協力頂き誠にありがとうございます。

回研修会を開催することとなりました。近年、大腿骨近位部骨折の発生
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画像評価の知識を深め、読影

、介護分野では今後起こりうる障害の予測や対処方法が思案でき

この研修会を通して、医療・介護それぞれの分野で
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回研修会を開催することとなりました。近年、大腿骨近位部骨折の発生頻度は増加傾向

にあり、現在の医療制度では入院期間の短縮化が求められています。そのため、それぞれの治癒過程を

力を身につけていただき、医療分野では適切な治療プロ
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